
ト
ク

ト
ク
ガ
タ

督問中

部
州
校
明
倫
位
以
び
純
武
仙
の

尽
術
武
裂
を
統
制
す
る
取
で
、

一
に
mm校
方
御
用
と

も
い
ひ
、天
保
十
年
の
ハ
ヤ
政
修
制
以
後
之
を
也
い
た
。

ド
合
カ
ク
ソ
ウ
リ
ン

濁
角
宗
館

山
口
制
山
市
の
的
。

山川
て
資
制
等
・
一
川
同
院
に
佐
し
、
肢
も
計
れ
が
あ
っ

た
。
劉
向
麟
と
も
瀦
41
献
酬
と
も
激
す
る
。

ト
ク
カ
モ
ン
ド
ウ
シ
ョ
ウ

描
困
惑
問
答
抄
一
加
。

加
釘
滞
の
京
都
御
抱
能
役
者
竹
山
械
兵
衛
郎
氏
が
、

裂
に
叫
制
御
名
物
日
川
県
抄
を
司
有
し
た
後
、
そ
の
怖
辿
の

泣
妹
で
、
似
D
H
氏
と
の
問
答
慨
に
能
加
点
の
似
枕
容
を

論
じ
た
も
の
。
苧
保
苅
年
間
版
。

ト
ク
ガ
ン
イ
ン

篤
倉
院

大
明
寺
山
附
主
第
九
代

前
川
利
之
の
法
鋭
。
訴
し
く
は
前
含
院
池
山
県
油
大

開
士
。トク
ガ
ン
ジ
徳
願
寺

河
北
川
愉
備
に
在
っ
て
、

良
也
市
東
祇
に
凶
す
る
。

ト
ク
ガ
ン
ジ

徳
願
寺

羽
咋
梢
米
川
に
在
っ
て
、

提
出
前
東
振
に
臨
す
る
。

ト
ク
ガ
ン
プ
ン
ギ
ヨ
ウ

ト
・
ク
オ
ウ
ジ

徳
翁
寺

拠
応
部
小
品
に
在
っ

て
、

町
制
宗
に
町
田
す
る
。
文
組
元
年
徳
翁
ζ
れ
を
本
七
厄

に
即
日
て
、
後
今
の
地
に
務
し
た
。

ト
ヲ
オ
ウ
リ
ヨ
ウ
コ
ウ

徳
翁
一
一
墨
画

石
川
端山口

洞
宗
大
東
寺
町
U
持
。
武
臓
の
入
、
殺
を
育
鮮
の
隣

化
堂
に
受
け
、
且
舟
宗
胡
の
法
制
と
な
っ
た
。
初
め

渓
抑
制
の
智
勝
寺
に
両
衆
と
な
0
、
次
い
で
総
符
寺
に

剛
柳
川
し
、
正
口
市等

・
世
間
林
寺
を
賢
し
、
一苅
戦
闘
年
大

采
寺
に
習
ん
だ
が
、
九

年
早
に
よ
っ
て
退
院
し
.

米
寺
・制
越
却
す
秘
し
て
佐
佐
に
列
世
し
め
な
か
っ
た
。

ト
安
オ
ン
ジ

倍
音
寺
江
泊
抑
制
川
越
に
在
っ
て
、

長
宗
束
仮
に
臨
す
る
。

山
続
は
金
貸
山
。
も
と
同
市

熊
坂
小
字
石
坂
(
今
阪

Heに
在
っ
た
が
、
夫
久
三
年

今
の
地
に
移
っ
た
。

徳
岩
文
男

山
口
州
国
間
の

ト
タ
ケ
イ

徳
間

金
持
時
宗
主
泉
寺
十
五
代
の

情
。
杭
光
院
以
阿
徳
間
利
仰
と
宮
は
れ
た
。
文
政
六

年
松
山
、
弘
化
元
年
十
一
且
十
七
日
示
寂
。

ド
タ
ゲ
ゾ
ウ
カ
イ

套
一
事
務
海

金
神
山
田
洞
宗
天

徳
院
九
代
の
住
持
。
従
川
町
十
二
年
間
四
且
十
六
日
寂
。

ト
ク
ゲ
ン
ジ

得
源
寺

鹿
島
部
出
削胸部
に
在
っ

て
、
圃
叫
祭
京
仮
に
印
刷
す
る
。

徳

議

石

川
榔
の
初

ω名
。
源
平
俗

茨
記
の
議
永
二
年
平
家
問
手
の
大
将
叫
朝
刊
日
等
が
能
育

の
芯
雌
山
に
向
か
ふ
僚
に
、
『
日
仏
門
・室
賂
・背
附
・大

野
・他山田
・
2
阪
ま
で
ぞ
約
き
た
る
。
』
と
あ
る
。
徳
阪

は
石
川
川
白
地
で
あ
る
が
、
今
大
川
町
・
宮
腰
附
-
丸
に

そ
の
名
が
な
い
。

ト
ク
ク
ラ
シ
ョ
ウ

得
議
庄

日放久
四
年
四
且
の

剛
山
側
三
首
院
文
自
に
、『
加
到
凶
得
以
抗
原
。
刷
逃
液

似
一
泊
。
右
件
前
中
川
、
上
世
削
総
本
市
脇
常
一
鎖
。
彼

常一世円
、
延
W
V
山
町
山
市
中
之
御
問
、
器
質
的
正
之
建
立
也
。

以
府
地
利
光
uM
用
途
、
所
制
長
日
仰
性
同
院
油
、
六
時

仙
川
氏
食
料
是
也
。
延
長
六
年
被
に
加
昌
入
給
確
-
以
来
、

円以
日
不
断
之
助
、
球
修
及

s=一一向
蹴
-
云
々
。
』
と
あ
っ

て
、
船
側
帯
制
で
あ
っ
た
。
こ
の
得
税
庄
は
、

殴
延

記
所
縦
覧
治
三
年
十
且
日
凶
守
際
限
羽
佳
か
ら
『
可

早
大
野
川
併
・
紙
保
務
免
制
限
酬
削
寺
庄
邸
』
の
雌
宣
が
あ

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
大
野
加
は
大
野
郷
の
艇
で

あ
り
、
源
問
T
N
旧
日
間
犯
の
徳
山
献
に
問
じ
〈
、
今
の
石
川

川
内
で
あ
る
。

的
。
金
搾
天
徳
院
の
凶
山
E
山市
北
側
の
弟
子
で
、
能

美
樹
小
松
玉
龍
寺
八
代
に
佐
し
、
後
ま
た
金
揮
に
隠

開
閉
し
て
組
制
等
を
起
し
た
。
正
保
二
年
前
回
光
高
の

卒
し
た
時
、
天
徳
院
の

E
山
寂
後
そ
の
住
持
を
敏
〈

を
以
て
‘
徳
山
石
原
げ
ら
れ
て
郭
師
を
勤
め
た
。

ト
h
y
ギ
ヨ
ウ

徳
行

一
日
付
石
川
榔
村
井
の
内

の
小川
f
。

ト
ク
ク
ラ

ト
ヲ
ジ
ユ
ン

智
謀

心
限
鰐
待
。

ト
ヲ
シ
ョ
ウ
ジ

得
生
寺

て
、
深
宗
市
川
波
に
邸
す
る
。

ト
ク
シ
ョ
ウ
ジ

徳
性
寺

て
、
国
叫
宗
商
涯
に
邸
す
る
。

ト
h
y
シ
ョ
ウ
ジ

徳
謹
寺

石
川
畑
本
世
間
ハ
今
出
古

川
)
に
あ
っ
て
、
認
宗
架
振
に
邸
す
る
。

ト
h
y
シ
ョ
ウ
ジ

徳
照
寺

羽
咋
初
制
家
町
に
在

っ
て
、
国
民
宗
束
振
に
鴎
す
る
。

ト
h
y
シ
ョ
ウ
ジ

徳
田
…
寺

臨
府
郡
高
出
に
在
っ

て
、
提
宗
耐
胤
}
慨
に
邸
す
る
。

ト
ク
シ
ョ
ウ
ジ

徳
照
寺

鹿
島
郡
河
崎
に
在
っ

て
、
四
回
宗
商
仮
に
邸
す
る
。

ト
タ
シ
ョ
ウ
ジ

徳
生
寺

岡
京
都
和

mに
在
っ

て
、
真
宗
一
胤
慌
に
関
す
る
。
明
治
十
三
年
九
且
寺
蹴

の
公
桝
を
許
さ
れ
た
。

ト
ヲ
シ
ョ
ウ
ジ

徳
昌
寺

鳳
京
都
披
蹴
に
在
っ

て
、
間
制
申
院
に
邸
す
る
。
も
と
矢
披
邸
前
寺
二
代
宗

興
明
附
山
中
之
を
側
め
、
後
中
絶
し
て
ゐ
た
の
を
、
明

治
五
年
来
胞
と
い
ふ
者
再
興
し
た
と
い
ふ。

ト
テ
シ
ョ
ウ
ジ

徳
勝
寺

珠
洲
榔
小
裕
に
在
っ

て
、
提
宗
束
仮
に
邸
す
る
。

ト
h
y
ジ
ヨ
ウ
ジ

徳
成
寺

臥
主
制
興
徳
寺
に
在

っ
て
、
由
民
宗
束
振
に
邸
す
る
。
明
治
十
三
年
七
且
寺

凱
の
公
抑
制
を
許
さ
九
・た。

ド
ヲ
シ
ヨ
パ
ツ
ユ
ウ
ロ

9
読
書
抜
尤
銭
二
加
。

奥
村
府
髄
送
。
蒔
文
公
の
叙
醤
録
の
盟
諸
を
間
放
し

た
も
の
で
あ
る
。
天
和
二
年
三
且
の
自
序
、
及
び
林

江
沼
郡
菅
谷
に
在
つ

ト
h
y
ザ
ン

徳
山

能
安
部
山
上
郷
に
因
す
る
郎

監問。

畑
村
名
義
抄
に
、
こ
の
村
領
は
っ
と
ん
谷
と
い

ふ
所
に
佐
古
徳
山
苛
が
あ
っ
た
か
ら
名
を
得
た
と
あ

る。

羽
咋
郡
河
原
に
在
つ

i
y
y
オ
ウ
ト
グ
ジ
ユ

y

風
間
・木
下
附
胞
の
政
J

が
あ
る
。

F
9シ
ヨ
ロ
ク
シ
ョ
ウ

認
書
録
品
目
一
加
。
奥

村
向
究
組
。
奥
村
山
簡
の
説
白
川
田
尤
鍛
か
ら
百
七
十

倣
傑
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
見
文
四
年
脱
廊
。

ト
h
y
セ

イ

徳

政

こ

υ
戦
闘
時
代

l
徳
政
は
室

町
時
代
か
ら
行
は
れ
、
も
と
将
軍
の
鈎
す
目
別
で
あ
っ

た
が
、
守
帥
叫
開
中
も
亦
そ
れ
に
倣
う
て
自
己
の
領
内
に

随
行
し
た
こ
と
は
、
邸
主
柿
本
時
汁
寺
文
書
に
七
月
一

日
附
佐
協
奨
浪
守
制
限

・
飯
川
若
狭
守
光
誠
の
名
を

以
て
、『
説
馳
走
可
巾
上
、
徳
政
之
儀
共
梢
被
仰
出
器

也
。
仰
耐
執
建
如
何
。
』
と
あ
る
に
依
っ
て
知
ら
れ
、

そ
の
年
紀
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
昨
日
寺
の
仙
の
文
出

よ
h
烈
排
附
す
る
附
は
剛
町
永
品
仰
の
頃
な
る
べ
く
、
飯

川
若
狭
守
の
告
は
天
文
サ
年
桁
且
十

一
日
附
諸
続
料

次
郎
兵
衛
家
の
い
丸
首
に
も
見
え
て
、
品
山
氏
の
臣
で

あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
そ
の
他
市
山
総
約
容
が
天
文

十
七
年
八
且
惣
持
寺
に
血
(
へ
た
文
部
に
、

一
附
一
向

に
徳
政
を
版
行
す
る
お
合
に
在
っ
て
も
、
同
寺
の
山
川

准
凶
口
出
及
び
澗
立
米
銭
に
山
間
し
て
は
之
を
泊
別
せ
ざ

る
べ
き
を
保
お
し
た
も
の
が
あ
る
の
も
、
文
陥
叫
徳
政

の
行
は
れ
た
こ
と
を
市
隠
す
る
も
の
で
あ
る
。

。一
d

…
滞
政
以
後

l
財
政
の
市
山
泊
そ
の
日
間
に
起
し
た
刻

A
H
に
、
各
務
の
必
然
的
に
採
っ
た
手
段
は
、
的
務
の

全
邸

X
は
一
部
を
僻
除
し
た
こ
と
で
、
そ
の
法
室
町

以
降
の
徳
政
に
開
削
す
る
か
ら
、
均
聞
で
は
亦
徳
政
と

呼
ん
だ
。
加
制
H
掛
川
に
於
い
て
此
容
の
救
病
問
山
を
行
う

た
は
、
前
倒
治
仰
の
天
明
五
年
に
、

一
切
の
佑
銀
を

永
年
賦
と
し
て
排
桝
す
べ
き
令
を
獲
し
、
父脚
H
聞
の

文
政
九
年
に
は
、
仕
法
制
強
印
刷
の
上
納
と
俳
桝
と
を

停
止
し
、
従
う
て
こ
の
託
銀
を
的
問
す
る
者
の
的
拐

を
免
除
し
た
こ
と
が
あ
る
。
次
い
で
天
保
八
年
九
月

期
間
は
両
様
の
的
知
を
行
ひ
、
之
に
凶
っ
て
岱
岬
出
家
政

の
閃
艇
を
来
す
べ
き
士
入
、
及
び
士
人
の
的
抑
制
不
随

五
八
九


